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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第２四半期
累計期間

第30期
第２四半期
累計期間

第29期

会計期間
自　平成24年５月21日
至　平成24年11月20日

自　平成25年５月21日
至　平成25年11月20日

自　平成24年５月21日
至　平成25年５月20日

売上高 （千円） 44,784,880 55,775,603 93,174,542

経常利益 （千円） 2,301,191 3,130,836 4,511,826

四半期（当期）純利益 （千円） 1,475,755 1,886,918 2,894,803

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） ― ― ―

資本金 （千円） 1,308,692 1,330,861 1,312,366

発行済株式総数 （株） 7,781,500 7,814,000 7,787,000

純資産額 （千円） 12,341,075 15,466,485 13,673,811

総資産額 （千円） 37,344,222 46,233,597 40,928,353

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 189.76 242.08 372.08

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 188.77 240.64 369.67

１株当たり配当額 （円） 16.00 19.00 32.00

自己資本比率 （％） 33.0 33.4 33.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,484,333 1,961,892 4,497,591　

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,064,105 △3,320,020 △3,974,932　

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △30,740 243,332 △695,812　

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 3,413,089 2,735,653 3,850,448　

　

回次
第29期
第２四半期
会計期間

第30期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成24年８月21日
至　平成24年11月20日

自　平成25年８月21日
至　平成25年11月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 90.27 138.85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、損益及び利益剰余金その他の項目からみて重要性の乏しい関

連会社であるため記載を省略しております。　
　

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 　

 　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況　

　当第２四半期累計期間（平成25年５月21日～平成25年11月20日）におけるわが国経済は、中国やその他新興国経済

の減速懸念等から先行き不透明な状態で推移しましたが、政府の経済政策や日銀による金融緩和を背景に円安、株高

となり、国内景気は緩やかながらも回復に向けた動きが見られました。

　ドラッグストア業界におきましては、激しい出店競争や価格競争に加え、他業種の参入により医薬品販売の先行き

の厳しさが増す等、依然として厳しい経営環境が続いております。

　このような環境の中、当社は、「健康と美と衛生を通じて、社会から期待される企業作りを目指します。」という

理念の下、引続き、地域のお客様に支持される売場づくりに努めるとともに、既存店の活性化に注力し、18店舗の全

面改装を実施いたしました。

　店舗の新設につきましては、ドラッグストアを、石川県に１店舗、富山県に４店舗、福井県に１店舗、新潟県に３

店舗、長野県に２店舗、群馬県に２店舗、岐阜県に４店舗の合計17店舗の出店を行い、さらなるドミナント化を推進

いたしました。

　また、ドラッグストア併設調剤薬局を石川県に３薬局、富山県に４薬局、福井県に２薬局、新潟県に２薬局、群馬

県に２薬局、岐阜県に１薬局の合計14薬局を新規開設いたしました。一方、富山県のドラッグストア２店舗を閉店い

たしました。

　この結果、当第２四半期会計期間末の当社の店舗数は、ドラッグストア207店舗（内調剤薬局併設106店舗）、調剤

専門薬局６店舗の合計213店舗となっております。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高557億75百万円（前年同期比24.5％増）、営業利益30億19百

万円（前年同期比34.9％増）、経常利益31億30百万円（前年同期比36.1％増）、四半期純利益18億86百万円(前年同

期比27.9％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の資産合計は462億33百万円となり、前事業年度末に比べ53億５百万円増加いたしまし

た。主な増加要因は、売掛金の増加９億24百万円、未収入金の増加10億94百万円、商品及び製品の増加10億85百万

円、新規出店等による建物等の有形固定資産の増加32億71百万円等によるものであります。

　負債合計は307億67百万円となり、前事業年度末に比べ35億12百万円増加いたしました。主な増加要因は、買掛金

の増加16億52百万円、新規店舗の設備投資を使途とする長期借入金（１年内返済予定含む）の増加６億12百万円等に

よるものであり、主な減少要因は、賞与引当金の減少４億60百万円等によるものであります。

　純資産の部につきましては、前事業年度末に比べ17億92百万円増加し154億66百万円となりました。また、自己資

本比率は、33.4％となっております。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、27億35百万円となり、前事業年

度末に比べ11億14百万円減少いたしました。

   当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　

   （営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は19億61百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利益31億４百万円、非資

金費用である減価償却費の計上８億76百万円、仕入債務の増加16億52百万円等による増加及び、売上債権の増加９億

24百万円、たな卸資産の増加10億85百万円、法人税等の支払額９億63百万円等による減少であります。　
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用された資金は33億20百万円となりました。これは主に、新規出店等に伴う有形固定資産の取得

による支出32億71百万円、敷金及び保証金の差入による支出２億42百万円、定期預金の預入による支出70百万円、定

期預金の払戻による収入４億20百万円等によるものです。

　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）　　

　　　財務活動の結果得られた資金は２億43百万円となりました。これは主に、新規店舗の建物建築資金等を使途とする

長期借入れによる収入14億円と、長期借入金の返済による支出７億87百万円、配当金の支払１億24百万円、リース債

務の返済による支出２億70百万円等によるものです。

　 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

　 普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成25年11月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年12月27日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 7,814,000 7,814,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 7,814,000 7,814,000 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年12月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　発行された株式数は含まれておりません。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります

　決議年月日 平成25年９月５日　

　新株予約権の総数（個）  145

　新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　─

　新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

　新株予約権の目的となる株式の数（株）  14,500

　新株予約権の行使時の払込金額（円） 7,211

　新株予約権の行使期間
自　平成27年10月１日

至　平成29年９月30日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　 7,211

資本組入額　3,606

　新株予約権の行使の条件 （注）１

　新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の取得については、取締役会の承認を要す

る。

　代用払込みに関する事項 ─　

　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す

　事項　
（注）２

（注）１．新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、本新株予約権の行使時において、当社又は当社の関係会社（「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則」第８条第８項により定義される会社をいう。以下同じ。）の

取締役、監査役又は従業員であることを要する。ただし、対象者が当社又は当社の関係会社の取締

役又は監査役を任期満了により退任した場合及び従業員を定年により退職した場合はこの限りでは

ない。

②ただし書以下の場合であっても、新株予約権者が当社又は当社の関係会社と競業関係にあると取締

役会が判断する会社の役員、使用人、嘱託、顧問又はコンサルタントとなった場合には、新株予約

権の行使は認めない。　
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③新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④その他の行使の条件は、取締役会決議により決定する。

２．組織再編行為時における新株予約権の取扱い

①当社は、当社を消滅会社とする合併（以下、「本合併」という。）を行う場合において、吸収合併

契約又は新設合併契約の規定に従い、本新株予約権の新株予約権者に本合併後存続する株式会社又

は本合併により設立する株式会社の新株予約権を交付することができる。

②当社は、当社を吸収分割会社とする吸収分割を行う場合において、吸収分割契約の規定に従い、本

新株予約権の新株予約権者に吸収分割承継会社の新株予約権を交付することができる。

③当社は、新設分割を行う場合において、新設分割計画の規定に従い、本新株予約権の新株予約権者

に新設分割設立会社の新株予約権を交付することができる。

④当社は、当社を株式交換完全子会社とする株式交換を行う場合において、株式交換契約の規定に従

い、本新株予約権の新株予約権者に株式交換完全親会社の新株予約権を交付することができる。

⑤当社は、株式移転を行う場合において、株式移転計画の規定に従い、本新株予約権の新株予約権者

に株式移転設立完全親会社の新株予約権を交付することができる。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成25年８月21日～

平成25年11月20日

（注）　

25,500 7,814,000 17,493　 1,330,861 17,493　 1,483,101

（注）新株予約権の行使による増加であります。　

EDINET提出書類

株式会社クスリのアオキ(E03469)

四半期報告書

 6/18



　

（６）【大株主の状況】

 平成25年11月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　㈲二階堂 　白山市東一番町２ 1,000 12.79

　イオン㈱ 　千葉市美浜区中瀬１丁目５番地１ 783 10.03

　青木　保外志 　白山市 738 9.44

　青木　桂生 　白山市 626 8.02

　日本トラスティ・サービス

　信託銀行㈱（信託口、信託口９

　信託口１、信託口６、信託口３

　信託口２、信託口８、信託口５

　信託口４）　

　東京都中央区晴海１丁目８－11 415 5.32　

　㈱ツルハ 　札幌市東区北二十四条東20丁目１番21号 405 5.18

　青木　宏憲　 　金沢市　 300 3.83

　ビービーエイチ　フォー　フイ

　デリテイ　ロー　プライスド

　ストック　ファンド（常任代理

　人　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀

　行　決済事業部）　

 82 DEVONSHIRE ST BOSTON MASSACHUSETTS

　（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）　
267 3.41

　青木　孝憲 　金沢市 223 2.86

　㈲三和薬商  白山市博労３丁目２ 180 2.30

計 － 4,940 63.21

　（注）日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口、信託口９、信託口１、信託口６、信託口３、信託口２、信託

　　　　口８、信託口５、信託口４）の所有株式の内訳は、信託口が206千株、信託口９が68千株、信託口１が27千株、

　　　　信託口６が25千株、信託口３が23千株、信託口２が20千株、信託口８が20千株、信託口５が20千株、信託口４

　　　　が3千株であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年11月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ―　 ― 　―

議決権制限株式（自己株式等） ―　 ― 　―

議決権制限株式（その他） ―　 ―　 　―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― 　―

完全議決権株式（その他）
普通株式   7,812,200

　
78,122 　―

単元未満株式
普通株式 　　　1,800

　
―

１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 7,814,000 ― ―

総株主の議決権 ― 78,122 ―

　　　

　　　②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年８月21日から平成25

年11月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年５月21日から平成25年11月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年11月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,200,448 2,735,653

売掛金 1,164,292 2,088,986

商品及び製品 10,796,170 11,881,624

繰延税金資産 902,014 935,409

未収入金 1,760,232 2,854,756

その他 30,942 36,418

流動資産合計 18,854,100 20,532,848

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 13,069,888 14,717,551

土地 1,047,937 1,047,937

その他（純額） 4,118,258 5,742,592

有形固定資産合計 18,236,084 21,508,082

無形固定資産

借地権 637,436 696,809

その他 96,408 112,804

無形固定資産合計 733,844 809,614

投資その他の資産

投資有価証券 122,970 115,671

関係会社株式 4,900 4,900

繰延税金資産 170,540 175,022

敷金及び保証金 2,112,445 2,326,294

その他 693,467 761,163

投資その他の資産合計 3,104,323 3,383,052

固定資産合計 22,074,252 25,700,748

資産合計 40,928,353 46,233,597

負債の部

流動負債

買掛金 13,751,861 15,404,152

1年内返済予定の長期借入金 1,496,742 1,614,307

未払法人税等 1,051,456 1,311,620

賞与引当金 678,571 218,372

役員賞与引当金 － 28,048

ポイント引当金 1,085,439 1,228,558

その他 2,468,081 3,219,786

流動負債合計 20,532,152 23,024,846

固定負債

長期借入金 4,062,296 4,557,114

役員退職慰労引当金 302,480 318,950

資産除去債務 987,770 1,085,933

その他 1,369,841 1,780,267

固定負債合計 6,722,388 7,742,265

負債合計 27,254,541 30,767,111
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年５月20日)

当第２四半期会計期間
(平成25年11月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,312,366 1,330,861

資本剰余金 1,515,150 1,533,645

利益剰余金 10,804,308 12,566,635

株主資本合計 13,631,825 15,431,142

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,217 21,208

評価・換算差額等合計 27,217 21,208

新株予約権 14,768 14,135

純資産合計 13,673,811 15,466,485

負債純資産合計 40,928,353 46,233,597
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年５月21日
　至　平成24年11月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年５月21日
　至　平成25年11月20日)

売上高 44,784,880 55,775,603

売上原価 32,963,232 40,659,664

売上総利益 11,821,647 15,115,939

販売費及び一般管理費
※ 9,583,142 ※ 12,096,257

営業利益 2,238,504 3,019,681

営業外収益

受取利息 2,959 3,955

受取配当金 1,231 1,325

受取家賃 20,772 22,846

固定資産受贈益 26,086 33,604

補助金収入 29,350 35,462

受取手数料 32,114 38,326

その他 11,738 37,248

営業外収益合計 124,253 172,768

営業外費用

支払利息 45,211 43,471

賃貸収入原価 11,773 14,121

その他 4,581 4,020

営業外費用合計 61,566 61,613

経常利益 2,301,191 3,130,836

特別利益

子会社清算益 88,964 －

新株予約権戻入益 － 1,133

特別利益合計 88,964 1,133

特別損失

固定資産除却損 1,920 6,622

減損損失 － 20,760

特別損失合計 1,920 27,382

税引前四半期純利益 2,388,235 3,104,586

法人税、住民税及び事業税 969,932 1,252,254

法人税等調整額 △57,452 △34,586

法人税等合計 912,480 1,217,668

四半期純利益 1,475,755 1,886,918
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年５月21日
　至　平成24年11月20日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年５月21日
　至　平成25年11月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,388,235 3,104,586

減価償却費 634,431 876,094

減損損失 － 20,760

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,895 △460,198

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,956 28,048

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,532 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,570 16,470

ポイント引当金の増減額（△は減少） 117,138 143,119

子会社清算損益（△は益） △88,964 －

受取利息及び受取配当金 △4,191 △5,280

支払利息 45,211 43,471

固定資産除却損 1,920 6,622

売上債権の増減額（△は増加） △747,083 △924,693

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,282,169 △1,085,454

仕入債務の増減額（△は減少） 1,539,868 1,652,290

その他 △105,919 △452,287

小計 2,492,728 2,963,548

利息及び配当金の受取額 4,191 5,280

利息の支払額 △45,307 △43,479

法人税等の支払額 △967,279 △963,457

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,484,333 1,961,892

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 900,000 420,000

定期預金の預入による支出 △1,505,000 △70,000

有形固定資産の取得による支出 △1,358,534 △3,271,245

無形固定資産の取得による支出 △39,847 △97,182

敷金及び保証金の差入による支出 △124,221 △242,686

敷金及び保証金の回収による収入 14,322 28,837

子会社の清算による収入 98,964 －

その他 △49,789 △87,742

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,064,105 △3,320,020

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 946,000 1,400,000

長期借入金の返済による支出 △675,643 △787,617

新株予約権の行使による株式の発行による収入 11,865 31,071

割賦債務の返済による支出 △5,234 △5,234

リース債務の返済による支出 △160,626 △270,375

配当金の支払額 △147,101 △124,511

財務活動によるキャッシュ・フロー △30,740 243,332

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △610,512 △1,114,795

現金及び現金同等物の期首残高 4,023,602 3,850,448

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 3,413,089 ※ 2,735,653
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年５月21日
至 平成24年11月20日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年５月21日
至 平成25年11月20日）

報酬及び給料手当 3,480,678千円 4,367,047千円

退職給付費用 84,119 64,877

ポイント引当金繰入額 1,081,451 1,228,558

賞与引当金繰入額 518,007 218,372

役員賞与引当金繰入額 25,044 28,048

役員退職慰労引当金繰入額 18,570 18,820

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

　 下記のとおりであります。　

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年５月21日
至 平成24年11月20日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年５月21日
至 平成25年11月20日）

現金及び預金勘定 4,623,089千円 2,735,653千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,210,000 －

現金及び現金同等物 3,413,089 2,735,653
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成24年５月21日　至　平成24年11月20日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月17日

定時株主総会
普通株式 147,649 19 平成24年５月20日 平成24年８月20日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

   なるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月18日

取締役会
普通株式 124,504 16 平成24年11月20日 平成25年１月31日 利益剰余金

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年５月21日　至　平成25年11月20日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月19日

定時株主総会
普通株式 124,592 16 平成25年５月20日 平成25年８月20日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後と

   なるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月18日

取締役会
普通株式 148,466 19 平成25年11月20日 平成26年１月31日 利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は医薬品・化粧品等の小売事業という単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年５月21日
至　平成24年11月20日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年５月21日
至　平成25年11月20日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 189円76銭 242円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,475,755 1,886,918

普通株主に帰属しない金額（千円）     ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,475,755 1,886,918

普通株式の期中平均株式数（株） 7,777,076 7,794,709

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 188円77銭 240円64銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円）     ― ―

普通株式増加数（株） 40,609 46,642

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前事業年度末から重要な変動があった

ものの概要

平成24年ストック・オプ

ション（新株予約権の目的

となる株式の数　18,100

株）　

平成25年ストック・オプ

ション（新株予約権の目的

となる株式の数　14,500

株）　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　平成25年12月18日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………148,466千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………19円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成26年１月31日

　 （注）　平成25年11月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

EDINET提出書類

株式会社クスリのアオキ(E03469)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年12月27日

株式会社クスリのアオキ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小酒井　雄三　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小出    健治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クスリ

のアオキの平成25年５月21日から平成26年５月20日までの第30期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年８月21日から

平成25年11月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年５月21日から平成25年11月20日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クスリのアオキの平成25年11月20日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注） １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　 ２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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